外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成27年2月17日（火）　　　　司会：小林　葉子　　記録：油津　裕子

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	欠勤

	三浦
	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	生駒
	
	
	

	業務
	○
	業務
	年休
	○
	業務
	○
	○
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第7回院内研修：2/17・2/18は延期となる。
・南病棟の玄関利用やAユニットは、感染予防の為通行しないようにする事。
・木村　美智子様、2/26（木）14：00～地域ケア会議予定。小林SGM出席。
＜利用者様情報＞
・岩城　敏夫様～昨日、左手の第4指をテーブルに挟め疼痛の訴え見られていた。本日は、痛み等の訴えなく作業などプログラムに支障は見られない。引き続き、様子観察を行っていく。
・倉橋　生子様～昨日は、昼食後から体の疲れ、気分冴えなさ、不眠、足の重さを訴え、静養室で休んでいる。午後からのプログラムは参加するも、発言なく、不機嫌な様子見られている。16時30分「青風荘に帰りたい、青陽館にいたくない。」と訴えている。青風荘スタッフへ情報提供し、一時的に青風荘へ帰荘。青風荘スタッフへ排尿困難を訴え、1度排尿したと情報あり。夕食は「食べたくない」と話し不食。帰荘後は、大音量でラジオを掛けることやスタッフに話し掛けの多さ見られている。「青陽館に行くと緊張して、排尿が出来なくなる」と訴えている。本日は、不機嫌さなく、普段通り運動プログラムにも参加されている。引き続き、様子観察を行っていく。
・松川　順子様～本日､主治医へ現在の状態を報告。病状が不安定で､抑制が効かないことで金銭管理が出来ず､生活状況に問題があることから､病状の安定化を目的として当院への入院治療も検討することとしている。現状について､妹へ電話にて情報提供を行っている。
・小林　満　様～本日､一日デイケア体験利用を行っている。オリエンテーションへの理解も良好。レクリエーションやアルコールミーティング等へ積極的に参加しており､｢雰囲気を掴むので精一杯かな｣｢運動を頑張って､痩せたくて｣等と話している。今後、体験利用を重ね、デイケア利用を検討していく。
・関向　智　様～就労プログラムのある、月・木のみ利用を希望しており、通所日を減らしたいとのこと。2/27（金）外来受診時に主治医へ伝えるよう説明している。
・八木橋牧雄様～酒臭強く、手指振戦が目立っている。週末の過ごし方や飲酒について確認すると、「週末、日曜日も仕事だもの。飲んでいる暇はない」と、飲酒は否定している。月曜日は1日中眠っていたとのこと。本人の訴えは否定せずに受容することで、本人が自己表現できるように関わっていく。

＜外来患者情報＞

・松川　順子様～入院の必要性について主治医から伝えるが、本人は「大丈夫です」と断っている。これ以上悪化するようであれば、入院することを再度伝えられている。関係機関からも入院の必要性について伝えていくよう指示あり。
・吉田　富秋様～24日(火)　WAIS-Ⅲ　実施予定。
